
に４分割し、さらに南北に８分割

する「四
しぎょうはちもんせい

行八門制」によるものです。

これにより一町内は 32 分割され、

戸主と呼ばれて平安京の土地区画

の最小単位となりました。

ここで問題があります。町の外

側の戸主は街路に面していますが、

では、内側の戸主はどのように往

来するのでしょうか。

この問題を考える上で、『延
えん

喜
ぎ

式
しき

』「左京職　京程」の次のような

記載が注目されます。「凡町内開小

徑者。大路邊町二。廣一丈五尺。

市人町三。廣一丈。自餘町一。一

丈五尺」とあり、町内部の戸主に

通ずる小規模な路「小徑（小径）」

があり、その数や道幅が法令で定

められていました。では、小径と

はどんな径
みち

だったのでしょうか。

溝を発見　2006 年度、下京区西

七条赤社町他で五条通拡幅事業に

ともなう発掘調査を実施しました。

ここは、平安京右京六条二坊六町

（図２地点１）にあたり、おもに平

安時代前期の遺構が発見されまし

た。注目された遺構には、東西方向・

南北方向のそれぞれ並行する２条

の溝が複数組あります（図１）。

東西方向の 2 条の溝は、幅 0.9

〜 2.3 ｍ、溝の間隔は約 3.3 ～ 4.6

ｍで、南北方向の溝と直角に接続

します。各溝からは、９世紀中頃

から後半の遺物が出土しており、

溝が同時期に存在していたことが

はじめに　平安京は、東西・南

北の大路・小路によって区画され

た「条
じょうぼうせい

坊制」のもとで都づくりが

行なわれました。朱雀大路によっ

て、左京・右京に分けられ、大路

に囲まれた区画「坊」が、それぞれ、

東西４坊、南北９条ずつあり、坊

の中は小路によって区画された一

辺 40 丈（約 120 ｍ）の正方形区画

（一町
ちょう

）が基本となりました。

皇族や貴族の宅地は一町以上を

占有する例もあり、藤原頼通の

高
かやのいん

陽院などは４町であったことが

発掘調査からも明らかになってい

ます。

一方、庶民の宅地は「戸
へ

主
ぬし

」と

されました。これは、一町を東西

都市・農村９
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明らかです。

小径を確認　これら並行する溝

に挟まれた部分は平坦で、南北ま

たは東西方向に延びており、２条

の溝を両側溝とみることにより、

この空間を「小径」と認識できます。

平安京条坊復原モデルによると、

当調査地には六町の東二・三行境

と北二・三門境が推定されます。

南北溝 2 条の間が南北方向の幅

約 3.0 ｍの小径Ａとすると、位置

は六町の東二・三行境にあたりま

す。東西溝 2 条の間は東西方向の

幅 3.3 ～ 4.6 ｍの小径Ｂとして、

その位置は六町の北二・三門境に

あたります。一丈五尺とされる小

径の幅は、溝の外側部分（犬
いぬゆき

行）

を考慮すれば３～４ｍと、ほぼ妥

当と考えられます。これで六町内

を東西に二分する小径Ａ、さらに

南北に四分する位置にある小径Ｂ

が明らかになりました。

その他の小径　図２で平安京内

での小径の例をあげます。

右京一条三坊二町（地点２）では、

中央を南北に通り、北で鷹司小路

につながります。右京三条二坊

十五町（地点３）では、北六・七

門間を東西に通ります。右京六条

一坊五町（地点４）では、東三・

四行間を南北に通っています。

右京六条二坊三町（地点５）では、

北二・三門間を東西に通ります。

右京六条三坊四町（地点６）では、

中央を東西に通り、東で道祖大路

につながります。小径の平均的な

幅は約 2.3 ｍです。

小径は町の中央以外にも通って

おり、その際は四行八門制に規制

されていることがわかります。

おわりに　延喜式の記載にある

ように、発掘調査の成果からも平

安京内には、大路小路の他に町内

に通じる小径もあったことがわか

りました。大路・小路は、ほぼ推

定地点で発見されますが、一方、

小径は町内のいろいろな位置で発

見されており、その数も法令と異

なる実態となっています。

右京六条二坊六町は、四辺とも

小路に面していることから、１条

のみ小径が開かれることになって

いますが、前述した様に南北小径

Ａ・東西小径Ｂの２条が検出され

ました。西側の西堀川小路が大路

と同様の規模をもっているからで

しょうか。今後の調査例が増加す

れば、小径の施工実態がわかって

いくことでしょう。 

 （小檜山一良）

0　　　　　　　　　　　　　　　　30ｍ

図１　平安京右京六条二坊六町（図２地点１）の遺構配置図

図２ 平安京内の小径検出地点


